





















（Carbonell, Guardiola, Beranuy, & Bellés, 2009）。今般改訂された，DSM-5



















































に入れて 100名の回答を目標に配信した。結果，男性 557名，女性 570名，
計 1127名（年齢範囲 15歳～87歳）よりインターネット上にて回答が得られ
た。回答に不備のある者を除いた 999名（男性 486名，女性 513名，年齢範






65名（男性 35名，女性 30名，年齢範囲 15歳～73歳），非 IA 群 205名
１３３「ネット依存者」における志向性と脆弱性
（男性 94名，女性 111名，年齢範囲 18歳～83歳）より回答が得られ，回答
に不備のある者を除いた IA 群 51名（男性 28名，女性 23名，年齢範囲 15









を鑑別するために作成した Internet Addiction Test（IAT）を長田（2007）
が邦訳した尺度である。DSM-IV の病的賭博とアルコール依存症の診断に用
いられている診断基準を基に作成した 20項目からなる。5件法にて回答を求







験）」という質問を設けた。なお，これら JIAT の 2項目は自記式の Diagnos-
tic Questionnaire for Internet Addiction（DQ ; Young, 1998）によって IA


















自尊感情尺度（箕浦・成田，2013）を用いた。（1）日本語版 Ten Item Per-
sonality Inventory（TIPI-J）は Gosling, Rentfrow, & Swann（2003）が作
成した 10項目で構成される，Big Five の 5つの因子を各 2項目で測定する
TIPI を，小塩他（2012）が邦訳したものである。7件法にて回答を求めた。
（2）BIS/BAS 尺度日本語版は Behavioral Inhibition System（行動抑制系；
BIS）および Behavioral Activation System（行動賦活系；BAS）を仮定し
た Gray のパーソナリティ理論に基づく BIS/BAS Scales（Carver & White,
1994）を高橋他（2007）が邦訳したものである。1）BIS（7項目），2）BAS
駆動（4項目），3）BAS 報酬反応性（5項目），4）BAS 刺激探求（4項目）










として考えられる。本研究では（1）Japanese version of the Barratt Impul-
siveness Scale, 11 th version（BIS-11 ; Someya et al., 2001）と（2）成人
用エフォートフル・コントロール（EC）尺度日本語版（山形・高橋・繁桝・
大野・木島，2005）という 2つの尺度を用いた。（1）Barratt による衝動性
を測る尺度は長年その改訂が行われてきている。Patton, Stanford, & Barratt
（1995）による改訂で第 11版となり，BIS-11と約されている。これを
Someya et al.（2001）が邦訳したものを使用した。BIS-11は 30項目からな
り，4件法にて回答を求めた。（2）成人用エフォートフル・コントロール
（EC）尺度日本語版は，Rothbart, Ahadi, & Evans（2000）の作成した









































心理的背景における IA 群，非 IA 群の違い
心理的背景において，IA 群と非 IA 群に違いが認められるか否か検討する
１３７「ネット依存者」における志向性と脆弱性
ため t 検定を行った（Table 1）。その結果，5因子を仮定する TIPI では外向
性，協調性，勤勉性が，非 IA 群と比較して IA 群は有意に低く（外向性，p
＜.05；協調性，p＜.01；勤勉性，p＜.01），神経症傾向が有意に高かった（p
＜.01）。開放性については有意な違いは認められなかった。また，嗜癖に関連
するであろう BIS/BAS 尺度においては BIS, BAS 共に非 IA 群と比較して
IA 群は有意に高く（いずれも p＜.01）。BAS の全ての下位尺度においても非
IA 群と比較して IA 群は有意に高かった（駆動，p＜.01；報酬反応性，p
＜.05；刺激探求，p＜.01）。社交性においては有意な差は認められなかった
が，自尊感情は非 IA 群と比較して IA 群は有意に低かった（p＜.01）。そし
て，脆弱性として仮定した衝動性では，BIS-11得点は有意に IA 群の方が非
IA 群より高く（p＜.01），EC 尺度得点および全ての下位尺度で有意に IA 群
の方が非 IA 群よりも低かった（いずれも p＜.01）。




ついては，非 IA 群の方が有意に IA 群よりも高く評価していた（p＜.01）。





ット利用動機において IA 群，非 IA 群に違いが認められ，脆弱性として仮定
した衝動性においても IA 群，非 IA 群に違いが認められた。
１３８ 「ネット依存者」における志向性と脆弱性
Table 1

















































































































































































20．オンラインゲーム短縮失敗経験 21．TIPI 外向性 22．TIPI 協調性
23．TIPI 勤勉性 24．TIPI 神経症傾向 25．TIPI 開放性 26．EPI 社交性
27．BIS 28．BAS 29．BAS 駆動 30．BAS 報酬反応性
31．BAS 刺激探求 32．自尊感情 33．他者評価 34．他者受容
35．他者からの評価 36．ソーシャルキャピタル（ネット）
37．ソーシャルキャピタル（現実） 38．ソーシャルサポート感 39．面白い
40．気晴らし 41．離脱緩和 42．習慣 43．コミュニケーション
44．ストレス解消 45．休憩 46．暇つぶし 47．BIS-11 48．EC











IA 群と非 IA 群とを比較した結果，パーソナリティ特性においては，5因






























Tridimensional Personality Questionnaire（ Cloninger, Przybeck, &
Svrakic, 1991）を用いてインターネットに嗜癖する高校生のパーソナリティ
を検討した Ko et al.（2006）の研究を挙げることができる。この研究では，
新奇性の追求（Novelty Seeking ; NS）および損害回避（Harm Avoidance ;
HA）が高く，報酬依存（Reward Dependence）が低いことが報告されてい
る。一方，本研究の結果では，IA 群は BIS, BAS が共に高く，BAS の下位尺
度得点も全て高かった。罰に対する感受性の高さを反映する BIS が非 IA 群














脆弱性として仮定した衝動性については，BIS-11得点は IA 群の方が非 IA
群よりも高く，EC 尺度得点および全ての下位尺度得点において IA 群の方が
非 IA 群よりも低かった。BIS-11は衝動性の高い者ほど得点が高くなり，EC
尺度は制御ができる者ほど得点が高くなる尺度であることから，BIS-11と
EC 尺度によって測られる衝動性においては，IA 群の方が非 IA 群よりも全
般的に衝動性が高いことが示唆された。
パーソナリティ特性と同じく志向性を構成すると仮定しているインターネッ




























































自己治療仮説（Khantzian, 1975 ; Khantzian & Albanese, 2008 松本訳
2013）と嗜癖の症候群モデル（Shaffer et al., 2004）は，脆弱性を持つ個人
が好ましい主観的変化を得ることができる物質や行為を選択するというモデル
であった。本研究において，IA 群，非 IA 群において心理的背景に違いがあ
るか検討したところ，志向性を構成する，開放性と社交性を除くパーソナリテ
ィ特性，他者受容を除く社会性，およびインターネット利用動機において IA





















American Psychiatric Association（2013）. Diagnostic and statistical manual of
mental disorders, fifth edition. Arlington, VA : American Psychiatric Associa-
tion.（米国精神医学会 高橋三郎・大野 裕（監訳）（2014）．DSM-5 精神疾
患の診断・統計マニュアル 医学書院）
Carbonell, X., Guardiola, E., Beranuy, M., & Bellés A.（2009）. A bibliometric
analysis of the scientific literature on Internet, video games, and cell phone
addiction. Journal of the Medical Library Association, 97, 102-107.
Carver, C. S., & White, T. L.（1994）. Behavioral inhibition, behavioral activation,
and affective responses to impeding reward and punishment : The BIS/BAS
scales. Journal of Personality and Social Psychology, 67, 319-333.
Cloninger, C. R., Przybeck T. R., & Svrakic D. M.（1991）. The tridimensional per-
sonality questionnaire : U.S. normative data. Psychological Reports, 69, 1047
-1057.
Engelberg, E., & Sjöberg, L.（2004）. Internet use, social skills, and adjustment.
CyberPsychology & Behavior, 7, 41-47.
Gosling, S. D., Rentfrow, P. J., & Swann W. B., Jr（2003）. A very brief measure
of the Big-Five personality domains. Journal of Research in Personality, 37,
504-528.
Khantzian, E. J.（1975）. Self selection and progression in drug dependence. Psy-
chiatry Digest, 10, 19-22.
Khantzian, E. J. & Albanese, M. J.（2008）. Understanding addiction as self medi-
１４７「ネット依存者」における志向性と脆弱性
cation : Finding hope behind the pain. Maryland : Rowman & Littlefield





Ko, C., Yen, J., Chen, C., Chen, S., Wu, K., & Yen, C.（2006）. Tridimensional
personality of adolescents with Internet addiction and substance use experi-
ence. Canadian Journal of Psychiatry, 51, 887-894.
Marks, I.（1990）. Behavioural（non-chemical）addictions. British Journal of Ad-
diction, 85, 1389-1394.
McKenna, K. Y. A., & Bargh, J. A.（1998）. Coming out in the age of the Inter-
net : Identity“demarginalization”through virtual group participation. Jour-
nal of Personality and Social Psychology, 75, 681-694.
箕浦有希久・成田健一（2013）．2項目自尊感情尺度の提案：評価と受容の 2側面に
注目して．人文論究（関西学院大学），63, 129-147.
Morahan-Martin, J.（2009）. Internet use and abuse and psychological problems.
In A. N. Joinson, K. Y. A. McKenna, T. Postmes, & U. Reips（Eds.）Oxford




小塩真司・阿部晋吾・カトローニ ピノ（2012）．日本語版 Ten Item Personality
Inventory（TIPI-J）作成の試み．パーソナリティ研究，21, 40-52.
Patton, J. H., Stanford, M. S., & Barratt, E. S.（1995）. Factor structure of the
Barratt impulsiveness scale. Journal of Clinical Psychology, 51, 768-774.
Piasecki, T. M., Richardson, A. E., & Smith, S. M.（2007）. Self-monitored motives
for smoking among college students. Psychology of addictive behaviors, 21,
328-337.
Rothbart, M. K., Ahadi, S. A., & Evans, D. E.（2000）. Temperament and person-
ality : Origins and outcomes. Journal of Personality and Social Psychology,
78, 122-135.
Shaffer, H. J., LaPlante, D. A., LaBrie, R. A., Kidman, R. C., Donato, A. N., &
Stanton, M. V.（2004）. Toward a syndrome model of addiction : Multiple ex-





Someya, T., Sakado, K., Seki, T., Kojima, M., Reist, C., Tang, S. W., & Taka-
hashi, S.（2001）. The Japanese version of the Barratt Impulsiveness Scale,













Young, K. S.（1998）. Caught in the Net : How to recognize the signs of Internet
addiction and a winning strategy for recovery. New York : John Wiley &
Sons.
──大学院文学研究科研究員──
１４９「ネット依存者」における志向性と脆弱性
